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昭和30年6月24日

畜
、

二
・
三
月
号

発
行
所

灘
畑
全
日
本
仏
教
会

　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
三
ノ
一
（
本
願
寺
内
】

　
電
話
（
5
4
）
〇
三
＝
ご

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
高
橋
忠
雄

印
刷
所
栄
昌
堂

予
算
大
綱
と
事
業
案
を
決
定

理
事
会
開
催
さ
る

　
全
日
仏
は
、
い
よ
く
四
月
か
ら
新

発
足
オ
ニ
年
度
を
迎
え
て
本
格
的
な
活

動
の
時
期
に
入
る
が
、
評
議
員
会
に
提

出
す
る
来
年
度
事
業
計
画
三
三
に
予
算

案
等
に
つ
い
て
、
そ
の
大
綱
を
東
京
本

部
に
於
て
決
定
す
る
理
事
会
が
去
る
一

月
二
十
四
日
開
催
さ
れ
た
。

　
定
刻
．
二
十
一
名
（
う
ち
委
任
状
七

通
）
の
出
席
で
会
議
は
成
立
、
渡
辺
理

事
長
の
挨
拶
の
後
議
事
に
入
り
、
次
の

通
り
協
議
決
定
さ
れ
午
后
四
時
半
散
会

し
た
。

L
　
昭
和
三
＋
三
年
度
享
業
計
画
に
関

　
　
す
る
件

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
寄
附
行
為
」

に
規
定
さ
れ
た
事
業
各
項
に
つ
い
て
本

年
度
の
具
体
的
事
業
を
計
画
し
た
事
務

当
局
の
原
案
が
提
出
さ
れ
、
各
理
事
よ

り
出
さ
れ
た
意
見
を
参
照
す
る
こ
と
x

し
て
基
本
的
に
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

来
年
度
の
事
業
と
し
て
、
各
種
専
門
委

員
会
の
活
溌
な
運
用
、
地
方
組
織
強
化

世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
等
の
活
動

を
は
じ
め
注
目
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

λ
　
昭
和
三
＋
三
年
度
予
算
編
成
に
関

　
　
す
る
件
　
．

　
と
れ
に
つ
い
て
は
、
活
動
強
化
の
裏

付
け
と
し
て
左
の
通
り
編
成
大
綱
の
承

認
を
得
た
。

（2）（1）（3）（4）（5）よ　
こ
れ
は
三
月
下
旬
開
催
と
決
定
。

4
　
矛
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

　
　
の
件

ω　
　
東
京
浅
草
寺
で
開
催
を
決
定
。

②　
　
六
月
十
四
、
十
五
、
十
六
日

i
　
セ
イ
ロ
ン
大
水
害
救
援
運
動
実
施

　
　
を
決
定

6
　
聖
徳
宗
並
に
東
日
本
詠
歌
連
盟
加

　
　
盟
申
込
の
件
を
承
認
。

乞
　
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
話
会
に
加

　
　
平
す
る
こ
と
を
決
定
。
高
階
会
長

　
　
を
そ
の
代
表
委
員
と
し
て
推
薦
す

　
　
る
こ
と
を
承
認
。

総
額
ぱ
歳
入
出
約
五
百
万
円

宗
派
負
担
金
の
う
ち
寺
院
数
割
負

担
金
を
一
ケ
寺
に
つ
き
五
円
増
し

三
十
五
円
と
す
る
。

理
事
選
出
団
体
の
待
別
負
担
を
理

事
一
名
に
つ
き
一
万
円
と
す
る
。

団
体
平
等
割
（
含
宗
派
）
負
担
金

を
二
三
円
増
し
、
一
率
三
三
円
と

す
る
。

基
本
負
担
額
を
最
低
≡
十
円
と
す

る
。
　
（
従
っ
て
一
団
体
負
担
金
は

最
低
五
干
円
と
な
る
）

評
議
員
会
開
催
の
件

　
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は

渡
辺
真
海
、
岩
野
真
雄
、
神
田
下
冷
、

太
田
淳
昭
、
木
全
大
孝
、
三
原
信
一
、

安
藤
寿
雄
、
重
永
　
…
潜
．

増
永
零
鳳
、
中
山
理
々
、

永
倉
唯
嘉
、
竹
村
慧
智
、

衣
笠
興
道
．
田
丸
道
忍
、

木
船
全
能
，
西
沢
浩
仙
、

の
各
師
で
あ
っ
た
。

蒲
池
　
繁
、

摩
尼
清
之
、

前
田
宥
麗
、

小
川
幽
填
、

千
々
和
宝
天

’
，
巳
1
曜
■
●
♂
，
●
♪
塾
♪
覧
‘
’
畢
‘
’
，
｛
’
，
｛
‘
i

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

昭
和
光
三
年
度
事
業
計
画
案

颯
、
加
盟
相
団
相
互
の
連
絡
、

よ
び
親
睦
の
た
め
の
事
業

①
　
理
事
会
、
常
務
理
事
会
、

　
　
会
の
開
催

②③④⑤⑦⑥

提
携
お

評
議
員

全
国
各
翼
々
務
総
長
の
会
議
の
開

催
（
宗
教
法
人
法
、
墓
地
問
題
、

農
地
補
償
問
題
、
新
興
宗
教
問
題

等
）全

国
都
道
府
県
仏
教
会
長
会
議
の

開
催
加
盟
仏
教
諸
団
体
（
宗
派
、
都
道

府
県
仏
教
会
を
除
く
）
代
表
者
会

議
の
開
催

総
務
委
員
会
、
墓
地
問
題
特
別
委

員
会
、
解
放
農
地
補
償
問
題
特
別

委
員
会
の
開
催

全
仏
通
信
の
発
行

そ
の
他

『
仏
教
丈
化
運
動
の
綜
合
的
企
画
お

　
　
よ
び
そ
の
た
め
の
事
業

②①④③

教
化
教
学
委
員
会
の
開
催

花
ま
つ
り
月
間
の
制
定
並
び
に
実

施成
道
会
、
浬
葉
会
の
集
会
の
開
催

中
央
及
び
地
方
に
お
け
る
講
習
会

の
開
催

⑤⑥⑦⑧三
、

①④③②

中
央
お
よ
び
地
方
に
お
け
る
講
演

会
の
開
催

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
印
刷
物
の
作

成
配
布

墨
蹟
展
、
そ
の
他
各
種
展
覧
会
等

の
開
催

そ
の
他

諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

連
絡
主
務
官
庁
並
び
に
関
係
諸
官
庁
と

の
適
時
連
絡

日
本
宗
教
連
盟
と
の
連
絡

其
の
他
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

そ
の
他

四
、
各
種
仏
教
運
動
の
寧
蹉
お
よ
び
育

　
　
成
の
た
め
の
事
楽

①
　
オ
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
浅
草

　
　
寺
東
京
大
会
の
開
催

　
　
六
月
十
四
，
五
、
六
日
の
二
泊
三

　
　
日
に
亘
り
行
う

②
組
織
委
員
会
の
開
催

③
　
地
方
仏
教
徒
会
議
の
開
催

④
全
国
都
道
府
県
仏
教
会
、
仏
教
婦

　
　
人
会
、
仏
教
青
年
会
等
の
育
成
，

　
　
連
絡

⑤
　
そ
の
他

五
、

①②③④⑤

各
国
W
F
B
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡

並
び
に
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
、

丈
化
交
流
促
進
の
た
め
の
事
業

ア
ジ
ア
仏
教
諸
国
と
の
親
善
強
化

と
日
本
仏
教
の
発
揚

欧
米
仏
教
徒
と
の
提
携
並
び
に
日

本
仏
教
の
紹
介

英
交
仏
教
百
科
辞
典
の
大
乗
編
編

纂
の
完
結

仏
教
百
科
大
辞
典
（
邦
交
）
の
刊

行
へ
の
準
備

セ
イ
ロ
ン
舎
利
弗
目
連
聖
堂
建
立

協
力
金
募
財
の
推
進

⑥⑦⑨⑧⑪⑩⑭⑬⑫

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
五
十
年
祭
へ
代
表

の
派
遣
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
及
び
開

教
に
つ
い
て
の
方
策
の
樹
立

矛
五
回
世
界
仏
教
徒
会
議
タ
イ
大

会
へ
代
表
の
派
遣

ウ
エ
ー
サ
カ
祭
の
開
催

在
日
仏
教
圏
大
公
使
及
び
仏
教
留

学
生
と
の
連
絡

来
日
仏
教
使
節
の
接
待

中
国
に
於
け
る
邦
人
遺
骨
の
収
集

に
つ
い
て
の
準
備

海
外
宗
教
施
設
返
還
運
動
の
促
進

国
際
委
員
会
の
開
催

そ
の
他

六
、
汁
五
回
東
大
専
大
会
に
お
け
る
各

決
謹
事
項
の
実
施

常
務
理
事
会
開
か
る

　
全
日
仏
二
月
の
常
務
理
事
会
は
、
去

る
二
十
一
日
午
后
一
時
よ
り
開
か
れ
、

左
記
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

①
　
矛
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
件

②
　
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
五
十
年
祭
代
表
派

　
　
遣
の
件

③
　
京
都
に
建
立
予
定
の
ビ
ル
マ
・
パ

　
　
ゴ
ダ
に
関
す
る
件

④
セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援
に
関
す
る
件

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
の
重
患
へ

薬
送
る

　
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
仏
教
会
長
の
ア
ー
ネ
ス

ト
ヘ
テ
ニ
イ
氏
か
ら
ブ
タ
ペ
ス
ト
市
に

重
症
の
患
者
が
い
る
の
で
是
非
日
本
製

の
ザ
ル
コ
マ
イ
シ
ン
を
送
っ
て
く
れ
と

云
う
依
頼
が
全
日
仏
に
あ
て
あ
っ
た
の

で
、
全
日
仏
で
は
早
速
ザ
ル
コ
マ
イ
シ

ン
一
箱
五
ケ
入
り
を
航
空
便
で
送
付
し

併
せ
て
同
患
者
の
全
快
を
念
ず
る
旨
高

階
会
長
名
で
打
電
し
た
。

岬削
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i
新
年
度
に
万
全
の
体
勢
1

全
国
宗
務
総
長

西
日
本
府
県
仏
教
会
長

　
全
日
仏
新
年
度
の
諸
計
画
の
基
礎
と

な
る
加
盟
各
宗
団
の
意
向
を
綜
合
的
に

開
き
且
全
日
仏
当
局
と
の
意
志
の
交
流

を
計
る
と
い
う
重
要
使
命
を
も
つ
恒
例

の
全
国
宗
務
総
長
会
同
は
去
る
二
月
一

日
午
後
一
時
よ
り
関
西
事
務
局
の
在
る

京
都
知
恩
院
大
広
間
に
於
て
開
か
れ

た
。
　
定
刻
よ
り
約
三
〇
分
遅
れ
て
本
部
別

所
部
長
の
司
会
に
よ
り
先
づ
渡
辺
理
事

長
、
次
い
で
太
田
事
務
総
長
挨
拶
を
行

う
。
と
の
時
岸
知
恩
院
門
主
執
事
長
齢

下
を
随
え
て
臨
席
さ
れ
、
黒
衣
姿
に
て

末
席
よ
り
静
か
に
山
主
と
し
て
の
挨
拶

を
行
う
。
静
寂
に
し
て
尊
い
一
幕
で
あ

っ
た
。

　
や
が
て
司
会
者
一
同
に
は
か
り
て
座

長
推
挙
を
理
事
長
に
一
任
、
理
事
長
続

い
て
立
・
ち
歯
並
和
執
事
長
を
座
長
と
し

て
推
挙
、
座
長
着
席
し
て
左
の
順
序
に

よ
り
議
事
に
入
る
。

一
、
昭
和
三
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び

　
　
事
務
運
営
に
関
す
る
古

写
、
矛
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

　
　
の
件

三
，
墓
地
及
び
解
放
農
地
補
償
問
題
に

　
　
つ
い
て

四
、
そ
の
他

　
当
局
説
明
に
総
務
、
組
織
、
国
際
各

局
部
長
之
に
当
り
次
い
で
一
般
質
問
に

入
る
。
質
問
は
主
と
し
て
農
地
補
償
問

題
．
宗
教
法
人
法
改
・
正
問
題
、
全
日
仏

予
算
の
基
本
的
事
項
等
に
付
夫
々
熱
心

に
提
出
さ
れ
た
。
之
に
対
し
て
当
局
又

親
切
丁
寧
に
各
所
管
局
部
長
よ
り
説
明

す
る
な
ど
、
和
や
か
な
内
に
も
極
め
て

会
同
開
か
る

緊
張
し
た
会
議
が
午
後
四
時
頃
ま
で
続

け
ら
れ
た
。

　
会
議
終
了
后
本
堂
前
で
一
同
記
念
撮

影
を
行
い
、
そ
の
後
懇
親
会
を
行
っ
て

長
司
会
で
開
会
さ
れ
た
。

　
先
づ
栗
本
局
長
挨
拶
と
共
に
左
記
各

項
に
付
報
告
と
提
案
を
行
う
。

　
之
に
対
し
て
各
出
席
者
よ
り
夫
々
活

溌
な
質
問
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
渡
辺

理
事
長
、
太
田
総
長
、
佐
瀬
、
石
川
局

長
及
び
関
西
事
務
局
伊
藤
部
長
等
出
席

し
夫
々
挨
拶
及
び
担
当
事
項
に
関
し
て

説
明
を
行
う
。
各
代
表
亦
之
に
対
し
夫

々
質
問
戦
を
展
開
さ
れ
た
。

　
主
な
る
質
問
事
項
は
左
の
通
り

午
后
五
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

　
本
会
議
の
結
果
特
に
注
目
す
べ
き
事

は
三
十
三
年
度
か
ら
の
負
担
金
の
算
出

基
準
の
改
正
に
つ
い
て
万
場
一
致
承
認

さ
れ
、
三
后
の
活
溌
な
活
動
へ
の
協
力

が
約
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

西
日
本
各
府
県
仏
教
会
長
会
同

　
西
日
本
各
府
県
仏
教
会
長
会
同
は
、

全
国
宗
務
総
長
会
同
と
同
日
午
後
三
時

よ
り
知
恩
院
別
聞
に
於
て
左
記
出
席
者

と
当
局
側
と
が
立
合
の
上
高
橋
組
織
部

L2．よ4　会
議
途
中
各
宗
総
長
と
共
に

記
念
撮
影
を
行
い
，
終
了
后
引

続
い
て
協
議
懇
談
を
行
い
、
夫

々
本
部
並
び
に
関
西
事
務
局
と

の
連
絡
を
緊
密
化
す
る
と
共
に

夫
々
の
組
織
強
化
に
更
に
一
層

の
努
力
を
尽
す
こ
と
を
誓
い
合

っ
て
散
会
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
（
到
着
順
）

総
長
会
同

橋
村
英
砧
（
華
・
厳
）
間
中
定
泉

　
（
聖
徳
）
伊
藤
越
道
（
臨
済
）

　
　
（
和
宗
）
田
丸
道
忍
（
西
）

　
　
（
南
禅
）
五
十
嵐
準
良
（
禅

　
　
　
　
（
融
通
念
仏
）
仲
井
義

　
　
和
田
銀
笛
（
西
山
）
柳
生

（
妙
見
）
吉
永
日
洋
（
黒
本
）
寺

　
（
本
門
）
村
上
恭
学
（
陣
門
）

　
　
（
黄
奨
）
横
井
鶴
泊
（
天
竜
）

　
　
（
妙
心
）
奥
田
日
孝
（
日
蓮
）

　
　
（
浄
土
）
竹
村
教
智
（
智
山
）

　
　
（
新
義
）
前
田
宥
飛
（
高
野
）

　
　
（
御
室
）
森
岡
善
感
（
泉
涌
）

全
日
仏
の
組
織
強
化
の
方

策
と
そ
の
予
算
に
就
て

地
方
組
織
の
現
況
と
将
来

の
見
透
し
に
就
て

全
日
仏
幹
部
特
に
宗
団
代

表
老
の
地
方
組
織
強
化
に

対
す
る
見
解
に
就
て

そ
の
他

塚
原
徳
応

矢
野
各
州

林
）
森
田
桂
誠

照
（
木
辺
）

昌
泉
内
泰
徹

中
村
弘
道

衣
笠
興
道

渡
辺
真
海

木
村
智
広

大
原
最
俊

千
々
和
宝
天
（
浄
土
本
）
菊
地
参
務

（
大
派
）
西
沢
浩
仙
（
曹
洞
）
神
原
玄

砧
（
天
台
）
等

府
県
仏
教
会
長
会
同

狭
川
明
俊
（
代
奈
良
）
能
登
芳
隆

（
愛
知
）
、
小
川
幽
慎
（
京
都
）
、
山

根
龍
信
（
鳥
取
）
、
宇
治
田
貞
亮
（
和

歌
山
）
佐
藤
覚
雄
、
小
西
顕
竜
（
兵
庫
）

本
部
側
渡
辺
理
事
長
、
太
田
総
長
、
佐

瀬
、
栗
本
、
石
川
局
長
ギ
伊
藤
、
高
橋

別
所
部
長

山
梨
県
仏
再
建
軌
道
に
の
る

十
日
甲
府
で
準
備
会

　
地
方
仏
教
会
組
織
強
化
の
た
め
幽
き

か
け
て
い
た
全
日
仏
で
は
山
梨
県
仏
と

緊
密
な
る
連
繋
の
も
と
．
去
る
二
月
十

日
午
前
十
時
よ
り
甲
府
市
県
立
図
書
館

隣
接
の
山
梨
教
育
事
務
所
で
「
懸
仏
再

建
協
議
会
』
が
開
か
れ
た
。

　
出
席
者
は
旧
会
長
の
塩
田
義
遜
氏

（
日
蓮
）
を
は
じ
め
曹
洞
、
臨
済
、
日

蓮
、
騒
士
、
本
派
、
大
鷹
等
の
各
宗
代

表
者
約
十
六
名
で
、
先
づ
塩
田
氏
司
会

を
や
り
乍
ら
、

L3．2．

全
国
府
県
仏
教
会
の
現
況
全
日
仏

の
使
命

懸
仏
再
建
の
具
体
的
方
途

そ
の
他

　
各
項
に
分
け
て
本
部
高
橋
部
長
よ
り

大
略
説
明
の
後
懇
談
に
移
り
一
・
2
・
各
項

に
付
仲
々
突
込
ん
だ
質
問
も
あ
っ
た
が

極
め
て
和
気
あ
い
あ
い
の
裡
に
懇
談
が

続
け
ら
れ
大
略
左
の
様
な
結
論
を
得
て

散
会
し
た
。

一
、
山
梨
県
仏
再
建
に
は
全
員
一
致
異

　
　
議
な
く
賛
成

二
、
再
発
足
は
来
る
三
月
彼
岸
前
後
と

　
　
し
そ
れ
ま
で
に
各
宗
代
表
者
を
も

　
　
つ
て
再
建
準
備
会
を
正
式
に
結
成

　
　
し
全
県
運
動
に
ま
で
も
ち
込
む

　
尚
県
内
寺
院
数
は
曹
洞
の
五
二
〇
余
．

ケ
寺
を
筆
頭
に
約
一
六
〇
〇
ヶ
寺
あ
る

由
。出
席
者
名

塩
田
義
遜
、
森
　
大
器
、
遠
山
正
劒
、

石
島
研
学
、
吉
田
鼎
三
、
大
森
弘
道
、

雨
宮
孝
文
、
須
田
孝
義
、
遠
藤
是
雄
、

五
味
義
幹
、
海
野
泰
、
千
野
恵
深
、

小
関
雄
随
乱
射

　
原
水
爆
禁
止
署
名
進
む

「
宗
教
者
懇
話
会
」
に
参
加

　
去
る
十
二
月
日
本
宗
教
考
の
世
界
平

．
和
実
現
の
悲
願
を
こ
め
て
、
国
連
に
対

す
る
原
水
爆
禁
止
の
訴
え
が
発
表
さ
れ

高
階
会
長
、
増
田
日
蓮
宗
管
長
も
発
起

人
と
し
て
署
名
し
た
が
（
前
号
既
報
）

全
日
仏
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ
た
署
名
運

動
が
進
み
、
各
宗
派
宗
務
所
、
地
区
仏

教
会
、
諸
団
体
各
寺
院
等
式
数
か
ら
署

名
簿
が
送
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　
こ
の
署
名
運
動
を
通
じ
て
、
原
水
爆

禁
止
宗
教
者
懇
話
会
が
二
月
二
十
一
日

に
結
成
さ
れ
、
原
水
爆
禁
止
、
軍
備
撒

廃
の
宗
教
者
の
祈
念
を
実
現
す
る
た
め

宗
教
者
と
し
て
意
志
の
交
換
を
は
か
り

可
能
な
か
ぎ
り
で
協
力
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
日
仏
で
は
昨
年
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
正
式
に
参
加
し
て
以
来
、
全

日
本
仏
教
徒
会
議
の
決
議
の
線
に
則
っ

て
こ
の
運
動
に
協
力
し
て
き
た
が
、
去

る
一
月
二
十
四
日
開
催
の
理
事
会
に
お

い
て
、
こ
の
懇
話
会
に
正
式
委
員
と
し

て
、
高
階
会
長
を
推
し
て
、
協
力
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

な
お
、
二
十
一
日
目
原
水
爆
禁
止
宗
教

者
懇
話
会
発
会
式
に
は
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
新
宗
教
等
各
界
の
代
表
乱
臣
余

が
出
席
し
．
今
際
の
協
力
を
誓
い
あ
っ

た
。

ヒ
冒
・

幡
・
－
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多
面
的
な
組
織
活
動
の
集
約
を

矛
一
回
組
織
委
員
会
開
か
る

　
全
日
仏
は
、
昨
年
財
団
法
人
と
し
て

の
再
発
足
に
際
し
て
、
組
織
強
化
を
中

心
目
標
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
が
、
こ

　
の
問
題
を
専
門
に
考
究
す
る
組
織
委
員

会
の
オ
一
回
会
合
が
去
る
」
月
二
十
八

日
午
前
十
一
時
よ
り
事
務
総
局
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
委
員
会
の
討
議
は
、
ま
ず
組
織
の
対

象
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
、
寺
院
を
地

域
ご
と
に
組
織
し
た
仏
教
会
と
の
連
繋

の
強
化
、
信
徒
を
も
含
め
た
地
域
組
織

結
成
の
重
要
性
、
会
社
、
工
場
等
の
職

域
で
の
仏
教
研
究
会
の
組
織
化
等
に
つ

い
て
行
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
重
要
な
意
昧
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
が
、
た
だ
一
般
的
に
こ
の
よ
う

な
活
動
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
具
体

的
に
来
る
六
月
の
矛
六
回
全
日
仏
教
徒

会
議
へ
向
け
て
、
そ
れ
へ
の
参
加
と
い

う
形
で
．
こ
の
組
織
化
を
集
約
し
て
行

く
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
し
か
七
、
こ
れ
ら
の
対
象
を
実
際
に

組
織
し
て
行
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
全
日
仏
が
地
域
の
仏
教
会
，
更
に
は

一
般
仏
教
徒
に
と
っ
て
身
近
か
の
も
、

あ
る
い
は
魅
力
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
意
昧
で
全
日
仏
の
事

業
に
つ
い
て
充
分
検
討
を
加
え
る
必
要

が
力
説
さ
れ
た
。

　
担
当
の
栗
本
組
織
局
長
は
、
こ
れ
ら

の
意
見
に
敬
意
を
表
し
僧
俗
一
体
の
全

一
態
勢
実
現
は
全
日
仏
の
一
大
目
標
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
推
進
に
努
力
す
る
と

の
決
意
を
述
べ
、
同
時
に
、
今
後
組
織

上
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
協
力
を

要
請
し
た
。

　
な
お
，
未
組
織
の
府
県
仏
教
会
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

合
、
暫
定
的
に
市
仏
教
会
単
位
で
の
連

絡
を
と
り
、
速
や
か
に
府
県
仏
教
会
単

位
の
組
織
結
成
を
す
エ
め
る
よ
う
，
全

日
仏
が
積
極
的
に
乗
出
す
こ
と
の
必
要

が
確
認
さ
れ
た
。

　
ち
な
み
に
当
日
の
出
席
委
員
は
、

長
岡
慶
信
、
常
光
浩
然
．
藤
本
潮
温
、

木
船
全
能
、
椎
谷
　
健
．
木
村
秀
定
，

桜
井
栄
章
、
米
山
　
久
、
岩
野
真
雄
、

猪
俣
興
一
、
安
藤
裕
之
、
小
松
片
道
．

船
口
暉
子
の
各
氏
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
委
貞
会
は
木
船
全
能
氏
を
委
員

長
に
選
び
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
更
に
具
体
的
な
検
討
を
続
け
て

行
く
こ
と
X
し
て
、
午
后
二
時
散
会
し

た
。矛

六
回
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
討
議
テ
ー
マ
を
研
究

　
　
　
　
教
学
教
化
委
員
会

　
二
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
の
教
学

教
化
委
員
会
は
、
二
十
名
識
の
委
員
参

加
の
も
と
に
ひ
ら
か
れ
た
。
会
は
，
久

保
田
正
文
氏
を
座
長
に
推
し
て
、
主
に
，

当
面
す
る
オ
六
回
全
国
大
会
に
関
し
て

そ
の
内
容
や
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
た
。

　
こ
X
で
は
、
在
来
の
大
会
が
や
や
も

す
る
と
単
な
る
決
議
倒
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
危
険
や
、
討
議
の
不
充
分
さ
な
ど

に
つ
い
て
の
反
省
や
批
判
が
出
さ
れ
、

こ
れ
を
克
服
す
る
一
方
法
と
し
て
．
在

来
の
よ
う
に
漠
然
と
参
加
者
か
ら
議
案

を
募
る
方
式
を
修
正
し
て
、
限
定
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
提
案
，
を
募
る
方
式

は
ど
う
か
と
の
問
題
が
事
務
局
よ
り
提

起
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
討
論
が
進

め
ら
れ
た
。

　
委
員
会
は
概
ね
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ

に
関
し
て
議
案
を
募
る
こ
と
に
落
者
い

た
。

（1）（3）（2）

　
　
こ
の
、

よ
り
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
教
学
委
貝

会
と
し
て
は
、
右
三
テ
ー
マ
を
一
応
の

案
と
し
、
他
の
各
専
門
委
員
会
と
の
聞

で
謂
整
の
上
最
終
案
を
確
定
す
る
と
の

結
論
に
達
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
の
折
、
仏
教
に
関

す
る
討
論
会
敦
は
講
演
会
等
を
開
催
し

て
．
広
く
一
般
へ
の
彷
き
か
け
を
す
る

必
要
が
説
か
れ
た
が
，
討
論
会
の
場
合

は
、
こ
れ
を
公
開
の
放
送
討
論
会
（
例

え
ば
N
H
K
の
企
画
に
持
込
む
）
と
す

る
の
も
意
陳
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
の
具

体
化
に
…
関
し
て
は
事
務
局
が
放
送
局
と

の
接
渉
・
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
次
の
各
氏

で
あ
っ
た
。

久
保
田
正
文
，
西
義
雄
．
結
城
令
聞
、

川
田
聖
見
、
伊
藤
完
夫
、
岩
野
真
雄
、

友
松
諦
道
．
石
橋
益
恵
、
坂
本
幸
男
、

深
井
恵
龍
、
塩
入
亮
達
、
北
村
大
栄
，

権
藤
早
立
，
長
岡
慶
信
、
自
見
直
、
峯

岸
応
哉
．
壬
生
台
舜
、
堤
敏
郎
の
各
氏

常
に
社
会
問
題
に

　
　
　
具
体
的
な
関
心
を

　
　
　
　
社
会
平
和
委
員
会

　
矛
一
回
社
会
・
平
和
委
員
会
は
、
二

月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
開
か
れ
、
前

日
の
教
学
、
教
化
委
員
会
と
同
様
に
、

矛
六
回
全
国
大
会
に
つ
い
て
の
本
委
員

会
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

　
会
合
は
、
各
委
員
自
己
招
介
の
あ
と

委
員
長
並
に
常
任
委
員
を
選
出
し
た
が

委
員
長
に
山
本
洋
一
氏
、
常
任
委
員
に

増
永
霊
鳳
、
壬
生
照
順
、
狩
野
獲
麟
、

仏
教
と
科
学
（
社
会
生
活
を
も
含

め
て
）

全
一
仏
教
を
ど
う
進
め
る
か

仏
教
徒
の
国
際
親
善
交
流
を
如
何

に
進
め
る
か

　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
各
委
員

森
　
芳
俊
、
三
谷
会
祥
、
赤
松
常
子
の

各
氏
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
，
事
務
局
よ
り
の
報
告
に

つ
づ
い
て
討
議
に
入
っ
た
が
、
前
日
の

教
学
・
教
化
委
と
し
て
選
ん
だ
、
大
会

討
議
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
ほ
ゴ
こ

れ
を
諒
承
し
た
が
、
特
に
、
平
和
問
題

青
少
年
の
宗
教
教
育
問
題
、
社
会
事
業

問
題
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
湿
り
上
げ

ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

　
即
ち
平
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
水

爆
禁
止
を
何
回
決
議
し
て
も
．
一
向
に

こ
れ
が
実
現
し
な
い
現
実
を
、
わ
れ

／
＼
は
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

真
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
た
め
に
は
、
具

体
的
な
対
策
を
仏
教
徒
と
し
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
仏
教
は
本
来

仏
性
の
上
に
立
つ
た
話
し
合
い
の
精
神

な
の
だ
か
ら
、
仏
教
徒
と
し
て
「
米
ソ

両
陣
営
は
須
ら
く
話
し
合
え
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
，
或
は
。
現
代
に
お
い
て

仏
教
の
影
響
下
に
あ
る
偉
大
な
指
導
者

ネ
ー
ル
に
対
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
彷

き
か
け
る
と
い
う
よ
う
に
進
ま
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
が
．
指
摘
が
な
さ
れ

矛
噴
回
国
際
委
員
会
開
か
る

盛
沢
山
の
問
題
を
討
議

　
全
日
仏
本
年
度
初
の
国
際
委
員
会
並

に
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
日
本
よ
り
の
仏
教
代

表
招
請
．
ブ
ラ
ジ
ル
邦
人
の
観
光
団
の

日
本
招
請
等
に
つ
い
て
目
下
来
日
中
の

辻
本
昇
氏
（
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
徒
協
議
会

主
幹
）
の
歓
迎
会
を
一
月
三
十
日
午
后

二
時
半
よ
り
東
京
銀
座
四
丁
目
グ
リ
ル

宝
来
で
開
催
し
た
。
三
帰
依
文
に
つ
い

で
石
川
局
長
が
挨
拶
し
．
昭
和
三
十
三

年
度
の
国
際
局
の
事
業
計
画
案
に
つ
い

た
。
　
ま
た
現
代
青
少
年
の
宗
教
に
対
す
る

無
関
心
は
、
将
来
を
恐
れ
さ
せ
る
問
題

で
．
こ
の
青
少
年
に
対
す
る
情
操
教
育

を
真
劒
に
・
考
え
る
べ
き
こ
と
．
或
は
．

寺
院
が
例
え
ば
里
親
に
な
る
と
い
う
よ

う
な
身
近
で
簡
単
な
こ
と
か
ら
社
会
事

業
を
行
う
べ
き
こ
と
．
な
ど
が
強
調
さ

れ
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
社
会
問

題
に
対
し
て
仏
教
徒
は
常
に
関
心
を
も

つ
べ
き
で
あ
り
，
こ
れ
へ
の
無
関
心
が

や
が
て
仏
教
に
対
す
る
一
般
世
入
の
無

関
心
乃
至
無
視
を
招
く
も
の
で
る
と
し

て
、
選
考
、
こ
の
委
員
会
を
活
溌
に
運

用
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
て
、
午
后
二

時
閉
会
し
た
。

　
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
次
の
通
り

山
本
洋
一
、
増
永
霊
鳳
、
浜
田
本
悠
、

壬
生
照
順
、
狩
野
獲
麟
．
小
松
雄
道
．

羽
場
慈
温
、
田
申
車
一
郎
、
中
言
教
篤

森
　
芳
俊
．
丸
井
玄
信
、
田
中
法
善
、

岩
野
真
雄
．
長
岡
慶
信
、
常
光
浩
然
、

丸
山
行
立
．
赤
松
常
子
代
の
各
氏

て
説
明
が
行
わ
れ
阿
部
竜
伝
氏
を
座
長

に
選
ん
で
、
委
員
長
に
伊
藤
述
史
氏
、

副
委
員
長
に
阿
部
竜
伝
、
赤
松
常
子
、

雲
藤
義
道
、
木
村
日
紀
の
四
強
を
互
選

し
た
。
つ
い
で
浄
セ
イ
ロ
ン
の
水
害
に

対
す
る
、
救
援
募
金
運
動
を
二
月
八
日

に
都
内
一
斉
に
挙
行
す
る
旨
報
告
が
あ

っ
た
。
終
っ
て
福
島
弘
委
員
か
ら
釈
尊

正
法
会
邦
題
に
つ
き
祥
細
な
る
報
告
が

あ
り
辻
本
昇
氏
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
開
教

に
つ
い
て
」
の
話
及
び
辻
本
氏
の
歓
迎

会
に
移
り
五
時
半
頃
散
会
し
た
。
当
日

は
伊
藤
委
員
長
、
阿
部
副
委
員
長
、
友

松
円
諦
氏
等
を
初
め
二
十
余
名
が
出
席

盛
会
で
あ
っ
た
。

’
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セ
イ
ロ

ン
大
水
害
の
救
援
蓮
動

仏
教
徒
の
手
で
展
開
さ
る

　
印
度
洋
の
真
珠
と
い
わ
れ
、
戦
後
特

に
わ
が
仏
教
徒
と
交
直
が
盛
ん
に
な
っ

た
仏
教
国
セ
イ
ロ
ン
で
は
、
不
幸
に
も

昨
年
末
以
来
東
北
季
節
風
に
よ
る
豪
雨

が
数
十
日
聞
も
つ
づ
き
、
旧
ろ
う
二
十

八
日
頃
か
ら
同
国
北
部
、
中
部
、
東
部

諸
地
方
の
河
川
沼
沢
が
悉
く
氾
濫
し
．

セ
イ
ロ
ン
国
史
上
未
曽
有
と
い
わ
れ
る

大
洪
水
と
な
っ
た
。
在
日
セ
イ
ロ
ン
大

使
館
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
被
害
は

特
に
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
、
ポ
ロ
ナ
ル
ワ
を

始
め
、
ド
テ
イ
ル
カ
ル
ワ
、
ト
リ
ソ
コ

マ
リ
港
附
近
等
、
殆
ん
ど
全
土
に
亘
っ

て
お
り
、
約
三
十
万
の
住
民
が
家
を
流

さ
れ
（
セ
イ
ロ
ン
国
全
人
口
は
八
百
万
）

死
者
三
百
人
を
数
え
、
其
の
損
害
は
実

に
、
五
億
五
干
万
ル
ピ
ー
（
邦
価
四
百

十
数
億
円
）
に
上
る
と
い
わ
れ
る
。

イ
ン
ド
を
始
め
と
し
て
、
米
、
英
、
ソ

中
｛
華
人
民
丘
ハ
和
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ャ

等
は
、
い
ち
早
く
救
援
の
手
を
さ
し
の

べ
て
お
り
、
わ
が
国
政
府
も
一
万
ド
ル

（
三
百
六
十
万
円
）
相
当
の
衣
類
建
築

資
材
，
食
料
．
医
薬
品
等
を
取
り
急
ぎ

贈
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
全
日
仏
で
は
、
同
じ
仏
陀
の
教
え
を

信
ず
る
者
と
し
て
、
こ
の
親
し
い
ア
ジ

ア
の
同
胞
の
災
害
を
慰
視
す
べ
き
で
は

な
い
と
し
て
、
早
速
常
務
理
事
会
の
決

定
を
径
て
対
策
委
員
会
を
設
け
、
早
急

の
こ
と
」
て
、
東
京
仏
教
団
、
仏
教
主

義
学
校
連
盟
、
仏
婦
、
在
京
各
宗
務
所

等
を
は
じ
め
加
盟
諸
団
体
の
協
力
を
得

て
、
去
る
二
月
一
日
よ
り
十
日
ま
で
、

東
京
地
区
を
中
心
に
街
頭
募
金
そ
の
他

の
方
法
で
救
援
運
動
を
展
開
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
各
方
面
の
絶
大
な
協
力

に
よ
り
、
別
記
の
ご
と
き
成
果
を
得
た

の
で
、
去
る
二
月
十
五
日
釈
尊
浬
斎
会

を
ト
し
て
、
増
田
副
会
長
よ
り
セ
イ
ロ

ン
大
使
フ
オ
ン
セ
カ
氏
を
通
じ
て
蒐
集

さ
れ
た
金
品
を
贈
呈
し
た
。

な
お
、
セ
イ
ロ
ン
大
使
か
ら
は
全
日
仏

会
長
宛
に
次
の
如
き
礼
状
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
　
　
　
，

『
会
長
税
下
、
本
日
全
日
本
仏
教
会
が

催
し
た
公
式
の
式
典
に
お
い
て
、
私
は

’繋
鍵鞭羅懸㈱灘i

｛でi募金申の：東京
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
財

セ
イ
ロ
ン
国
首
相
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
氏

宛
の
貴
殿
よ
り
の
書
面
と
、
セ
イ
ロ
ン

水
害
救
援
基
金
の
た
め
の
贈
与
金
品
と

し
て
仏
教
会
の
会
員
の
方
々
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
八
十
万
円
の
小
切
手
と
．

タ
オ
ル
九
二
三
六
本
、
衣
類
九
〇
八
点

石
鹸
お
よ
び
粉
乳
等
一
七
三
点
を
含
む

包
荷
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
今
日

貴
殿
よ
り
の
書
面
を
セ
イ
ロ
ン
首
相
へ

送
り
ま
し
た
が
、
再
び
首
相
よ
り
の
回

答
が
あ
り
次
矛
貴
殿
へ
御
回
示
申
上
げ

ま
す
。

　
同
時
に
私
は
セ
イ
ロ
ン
国
大
使
と
し

て
、
セ
イ
ロ
ン
の
幾
多
の
水
害
被
害
者

に
代
っ
て
、
貴
殿
は
じ
め
、
全
日
本
仏

教
会
々
員
諸
氏
、
そ
の
他
こ
の
基
金
募

集
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
御
苦
労
に
対

し
て
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
明
い
た

す
次
矛
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
種
の

貴
方
が
た
の
御
厚
情
あ
ふ
る
る
御
行
為

は
、
貴
国
と
セ
イ
ロ
ン
と
の
親
愛
の
度

を
一
層
増
す
こ
と
は
勿
論
、
貴
国
と
セ

イ
ロ
ン
仏
教
徒
と
の
強
固
な
キ
ズ
ナ
を

結
び
合
う
こ
と
に
役
立
つ
た
と
い
う
こ

と
を
疑
い
な
く
断
言
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
』

セ
イ
ロ
ン
大
水
害
救
援
募
金

　
　
　
感
　
謝
　
銀
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友
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仏
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仏
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仰
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仏
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日
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仏
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仏
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会
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仏
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会
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井
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一
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会

本
郷
仏
教
会
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仏
教
会
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田
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正
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学

赤
松
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仏
教
会

王
子
仏
教
会
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川
仏
教
会
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中
市
仏
教
会
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仏
教
会
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学

鶴
見
女
子
学
園

　
六
、
八
四
〇
一

　
柔
九
〇
〇
1

豊
、
八
四
一
i

量
O
、
O
O
O
一

一五

A
一
二
五
l
I

　
九
、
六
〇
〇
i

；
、
き
　
昌
i

一
〇
δ
0
0
i

一
へ
吾
O
I

　
六
、
0
0
0
1

　
　
三
〇
〇
1

宝
、
二
三
〇
1

δ
δ
0
0
i

　
孟
δ
O
O
一

三
、
O
O
O
一

　
二
δ
O
O
一

　
一
、
O
O
O
一

二
五
δ
吾
－

蓋
、
O
O
O
l

五、

W
0
一

　
『
⊃
O
O
一

三、

n
O
O
－

一
〇
、
0
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、
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〇
1
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学
園
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谷
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等
学
校

八
王
子
仏
教
会

足
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区
仏
教
会

目
黒
仏
教
会

荒
川
仏
教
会

立
正
高
校

練
馬
仏
教
会

全
仏
本
部
街
頭
募
金

日
本
橋
仏
教
会

麻
布
仏
教
会

華
頂
学
園

築
地
本
願
寺

京
橋
仏
教
会

浅
草
寺

駒
沢
学
園

日
蓮
宗
々
務
院

筑
紫
女
挙
園

一、

O
8
一

一
六
、
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八
－

一
〇
δ
0
0
1

へ
8
0
一

七
δ
O
O
一

；
、
吾
0
1

七
、
四
〇
〇
1

九
、
一
〇
〇
一

直
、
八
二
〇
1
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痰
n
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、
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一
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一
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八
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一
一

一
〇
、
四
二
〇
i

三、

n
O
O
一

二
五
、
O
O
O
－

　
鎮
西
女
学
園

　
高
野
山
大
学

　
鳥
山
寺
院
連
合
会

　
鳥
山
仏
教
婦
人
会

　
弘
前
市
仏
教
各
回
寺
院

　
　
　
　
　
　
　
托
鉢
団

　
愛
知
高
等
学
校

　
増
林
寺
担
信
徒
一
同

　
仏
教
徒
時
化
交
洗
協
会

　
多
々
良
学
園

　
藤
枝
南
女
子
高
校

　
武
蔵
野
女
子
学
院

　
明
徳
商
業
高
等
学
校

総
計
　
一
金
一
、
〇
一

救
援
物
品

（
、
へ
0
0
1

一、

l
四
〇
一

一
δ
0
0
1

　
三
〇
〇
1

七
、
ヨ
三
一

西
、
六
茜
一

三、

O
九
〇
1

孟、

O
0
0
1

一
『
0
0
0
一

四、

縺
Z
〇
1

五、

O
8
1

三、

O
8
一

一
、
二
山
ハ
一
二
円
也

タ
オ
ル

手
拭
子
供
服
等
衣
類

石
鹸
、
粉
乳
等

　
　
計

四
、
〇
二
入
点

五
、
二
〇
八
点

　
　
九
〇
八
点

　
　
一
七
三
点

一
〇
、
コ
ニ
七
点

セ
イ
ロ
ン
水
害
救
援
募
金

決
　
算
　
書

「
、
募
金
総
収
入

一
．
金
一
、
〇
一
一
、
二
六
三
円
也

一
、
支
　
　
　
出

一
、
金
八
○
万
円
（
矛
一
次
セ
イ
ロ
ン

　
　
大
使
へ
寄
託
分
）
二
月
十
五
日

一
、
金
一
〇
万
円
也
（
矛
二
次
セ
イ
ロ

　
　
ソ
大
使
へ
寄
託
分
）
二
月
二
十
四

　
　
日
）

一
、
金
一
一
一
、
二
六
ご
一
円
　
　
（
募
金
経

　
　
費
）

内
訳
　
交
通
、
連
絡
、
通
信
、
印
刷
、
ポ
ス

タ
ー
代
（
三
、
○
0
0
枚
）
　
の
ぼ
り
、

旗
、
募
金
重
曹
救
援
物
資
荷
造
費
運
搬

代
救
援
物
資
船
賃
等
一
切

右
の
通
り
報
告
致
し
ま
す

昭
和
三
十
三
年
二
月
十
八
日
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